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《現地報告》

バングラデシュの

アウス稲・ アマン稲の混播栽培

安 藤 和 雄
＊

］． はじめに バングラデシュのイネ品種群は， 股業統計上， 雨季作はアウス (299 万

位）， 移植アマン (433万t,,,), 散播ァマン (158万位）に， 乾季 作はポロ

(1]3万位）に区別されている (1979-1980年の栽培面積） 〔BBS 1983〕。こ

のうち散播アマンの 20~25%は， アウスとの混播栽培である〔H岱ANUZZA

MAN ]974〕。

バンダラデシュのデルク稲作を東南アジアの主要デル ク稲作 CT邸AYA

1975〕との関連でとらえると， アウスと散播アマソの混播栽培は他のデルク

には認められておらず， ガンジスー プラマプトラ・デルクに固有であり， バ

ングラデツュのデルク稲作を特色づける栽培技術のひとつであるといえる。

しかし， 比較的広範な栽培地域をもつ割には， 混播栽培に関する栽培実験報

告は少なく， 現地の事俯を伝える報告も概説的である。

本稲ほ， 混播栽培が卓越して行なわれているノアカリ県北部深水地帯に位

置するツラディ村 (Chiladi, 以下C村と記す）でみられる散播ァマソの栽培

に焦点をあて， 乾田散播（ドウッラ）と湛水散播（レパ）の播種方法の違い

に留意しつつ， 散播アマンの単播， アウスとの混播の栽培法について報告し

ようとするものである。

本稿で用いる資料は主として1982年11月から 1983年 4 月にかけて C{'すで

行なった定若調査で得られたものである。

2. 調査につ 散播ァマンの栽培技術の調査は， 散播ァマンの収穫期に実施した股家水田

いて での集中的な観察と聴き取りを主としている。調査筆が村全体になるぺく分

散するように， 調査に協力的な村人12人の水田94筆を中心に， 時間の許す範

囲で他の水田を加え，計 107 筆を調査した。

調査方法は， C村から約5畑離れたツョナイモリ・ バザ ー ルの土地記録所
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で代筆屋を営む55歳（推定）の村人，アプドウッル・ゴブラン氏に散播アマ

ン刈り取り中の水田に同行してもらい， 1912~16年に作成された唯一の村の

地籍図である Mauzamapで各筆の位四を確認し，作業中の村人にベソガ

ル語で筆者自身が直接聴き取りを行なった。各筆の散播アマツの収菰は，作

業中の村人にイネの生育状況から推定してもらった。混播されたアウスの収

茄，播種蜃等もすべて聴き取りによるものである。

3．ツラディ バングラデシュでは，雨季の6月から10月1こ耕地が湛水し，その最露水深

村の稲作に が0.9~4.5m以上である地帯を深水地帯といい，深水地帯では深水稲である

ついて 散播アマンが栽培されている〔H絡 ANUZZ心 <AN]974〕。深水稲の栽培地域は

第 1図1こ示されている。深水地帯の20~25％の耕地は最高水深が2.4-3.0加

Chiladi 

深水稲栽培地帯

第 1図 バソグラデジュにおける深水稲の栽培地帯
〔HASANUZZAMAN]974) 



86 腹耕の技術 7

を超えず，そこではアウスと散播アマソの混播が行なわれている〔同上

1974〕。

村人によればC村の耕地の湛水深は低地でも 1.2mを超えることは少な

い。したがって， C村は深水地帯の中では比較的浅水地楷に位置していると

いえる。

c村の耕地は， Mauzamapに基づいて作られた地籍台帳 (Kotian)に従

えば，低地（ナール）と翡地（ビク）に二分される。現在，村人は低地をジ

オラ，高地をビティと呼ぶことが多い。高地はベンガル鍬（ポロコダル）で

掘りあげた低地の土，または人工の古い池の堤を崩した土を盛って作られた

といわれている。このような経緯のため，高地の面栢は自然のままである低

地の面租に比べ少ない。高地は雨季に冠水しないか， 5~20虚の冠水を一時

的に受けるだけである。一方，低地は60~120cmの深さで長期問湛水する。

また， C村では乾季の灌漑用の深井戸，浅井戸が無いことから，泄漑用水は

迎河と池に限られるため水不足となり，乾季の水稲栽培ほ迎河や池の周辺に

分布する限られた水田で行なわれる。

稲の作季は，雨季の水探によっておおまかに決っている。高地では節間伸

長力が乏しい移植ァマンとアウスの2期作が，低地では節間伸長力の旺盛な

散播ァマンの単播，あるいはアウスとの混播という 1期作が， C村では行な

われている。

4.アウスと 第 1表に， C村におけるアウスと散播ァマンの品種群特性，作季ならび1こ

散描アマソ 水田のおおよその水深変化が示されている。

の栽培概要 アウスや散播ァマンが栽培されている水田では，乾季に裏作（ラビー作

物）が栽培されていない場合，水が無い状態で， 1月下旬頃から本田準備が

開始される。本田準備は3回の却耕を目安としている。 1回の梨耕に対し，

竹製の梯子のような砕土具（モイ）が普通2回かけられる。土が湿っている

場合は，却耕ののち日を置き，土が乾いて砕けやすい頃にモイをかける。多

くの場合， 3回目の梨耕の後はモイをかけず，そのままの状態で3月下旬か

ら始まる播種期を待つ。本田準備も次に述ぺる播種作業も， 2頭の去勢牛に

梨，モイをひかせて行なう。モイの上には特別な場合を除いて人が乗る。本

田準備は 1筆の水田が 1日で終ることもあれば，数日問かけられることもあ

る。本田準備完了後，播種までに土が乾き過ぎると，シャカといわれる］0～

20cm大の土の固まりができる。シャカは，村人によれば粘土質土猿が多いと

される水田でできやすく，種籾の出芽の妨げとなるため，竹または木槌を打

ちつけて砕かれる。



第 1表

安藤：バングラデジュのアウス稲・アマン稲の混播栽培

ツラディ村のアウス・散播アマソ品種群の特徴と作季ならぴ1こ

｛麟での水深の変化 l)

87 

播種様式 品種群 代表的品種名 早咲性 惑光性 惑温性 9,'丈血 造 応c水深 生育日数 収穫期

アウス2) デイヤング 平生 小 大 90 0~60 75 6斤～7/上

単播
ジ力 9J コ＊~ ッサグ散謡アマン ."•生 大 小 220 100-120 200~210 11／下

アウス ボイラム 晩生 小 ＊ 120 60~100 90 1／中～8／上

混播 アマンゴッサ敗播アマン カ 9 グン• 晩生 ＊ 小 190 60~100 210~230 12／上
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3) 

村人からの聴き取りと観察による

混播にも使われる

水深は1982年について低地低位田で作業中の村人に聴いたもの

播種方法には，乾田散揺（ドウッラ），

ウッバ）の 3つがある。

本田準備後，播種期 (3月下旬～ 5月上旬）が訪れると，一斉に播種作業

が開始される。 I983年の播種期の観察では上述した3つの方法は，基本的に

播種が行なわれる時の水田の湛水状態によって，選択されている。播種期1こ

は河川の氾濫水の影響はみられず，水田の湛水はプレモ｀ノスーソ季特有の雷

雨による溜り水であった。

乾田散播の場合には，本田準備終了後の乾いた田に，本田準備の際に梨絣

された方向（梨でできた溝に平行）にまずモイがかけられ，続けて2回目の

モィがそれに対して直角方向にかけられる（写真 l)。 モイにより砕土・均

平作業が一段落した後，播種と梨耕が同時に行なわれる。梨耕が行なわれて

いようがいまいがお構いなしに田面に乾いた種籾が倣播される。 したがっ

て，却耕前の田面に播かれた種籾1ま梨耕1こよって土と混ぜられ，梨耕後の田

面に播かれた種籾1まこの時の作業では土と混ぜられない。播種と田全体の梨

湛水散播（レパ）， 深水散播（ド
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耕が完了すると，次は覆土と

鎖圧の作業に入る。まず，播

種前と同様に， 2回モイがか

けられ，田面が均平化される。

次に，播種時の梨耕と直角方

向に梨がかけられる。その後，

同様に2回モイがかけられ，

最後に仕上げのモイが田面全

体をぐるぐるとまわるように

してかけられる。この一連の

作業中，モイをかけるとそれ

に雑草がひっかかってくるの

で，ある程度の皇がたまると，

そのつどその雑草は外に出さ

写真 1 モイを使っての砕土

れる。乾田散播される田では，モイをかける時，畦に乗り上げるせいか，播

種前に畦を新しく高く作りかえることをほとんどしない。村人は，乾田散播

された田では，播種後イネの草丈が10ばくらいになったとき田に畦を作って

水を張ると雑草の発生がよく抑えられると言うが， 1983年の播種期には雷雨

が多かったせいか，播種後畦を作るところを見ることができなかった。ま

た，播種後すぐに，かなりの降雨があると雑草が大発生し，播き直しが必要

写真 2 ヘイトによる排水作業0983年4月）
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写真3 梨を倒しての排水溝つくり(1983年4月）

とされる。筆者もこの例は確認している。

湛水散播が行なわれる田では， 播種時1こくるぶしが完全に水没する租度の

15~20cmの湛水深がある。 田の周囲に高さ幅ともに約25cmの畦をペソガル鍬

で作ることが， 湛水散播の最初の作業である。作畦を終えると， 竹製のバス

ケット（ヘイト）につけられた紐を2人が握り， それを振って畦越しに田面

の余分の水を排出する（写真2)。 排水と同時， あるいはその後， 本田準備

の際の却耕状態で放置してあった田lこ， 最初のモイがかけられ る。 次1こ梨

耕， モイの順で2回繰り返した後， 仕上げに2回のモイがかけられる。仕上

げの最後のモイには大人の代わりに子供が乗ることもあるが， 多くの場合誰

も乗らない。 これは， 泥田の表面を平らにするために行なわれ， 仕上がり後

の泥田の表面はテカテカと光沢を放つようになる。 その後， 却を横倒 し1こ

し， 人が上に乗り， それを牛にひかせて， 梨床の側面の出っ張りを利用し

て， 排水用の滞がつくられる（写真3)。 最後に， 泥田の表面の小さなでこ

ぽこが手で直される。村人は， 泥田の表面の均平化には神経を使う。排水用

の滞は， 泥田の表面に溜まった水を除くことが目的のようである。播種前の

作業が完了すると，｛梃芽籾が散播される。移植ァマンやボロの苗代播種も湛

水散播と同じ方法で行なわれる。 湛水散播でほ， 土が水で柔くなっているの

で， 手取り除草がしやすいのか， 播種前には雑草が丁寧に田から除かれる場

合が多い。村人は， 湛水散播後3~4日間日照りが続けば泥田の表面が乾い

て雑草の防除効果が大きいという。
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深水散播は，畦を作らないこと以外は湛水散播とほぼ同じである。播種時

の湛水深は20~50cmあり，湛水散揺の畦では水没してしまい，畦を作って田

面の余分の水を排出する作業は困難となるので，作畦ほせずに深水の状態で

梨絣とモイかけが行なわれ，拙芽籾が散播される。深水散播はアマンの単播

栽培だけに用いられる傾向があり，面梢も少ない。

播種作業が一段落した5月下旬頃に，田が乾いている場合は，鉄製の椒が

着いた把（アスラ）を2頭の去勢牛に引かせ，除草が行なわれる。しかし，

田が湿っている状態では，把の効果ほ期待できないといわれている。現1こ，

c村で把を使っての除草は稀れである。筆者が青年海外協力隊貝として同地

帯に滞在した1978年8月から1981年4月の問，ついぞ杷による除草を観察し

たことがなかった。筆者が見ることができたこの時期の除草は鉄製のヘラ

が箸いた除草具（ニラニ）または小さな鍬先のついた中耕除草具（チョトコ

ダル）を使うか，田がかなり湿っているか湛水状態の時には，これらを用い

ない手取りであった。同地帯の1902~61年の60年問の5月， 6月の平均降雨

屈 (C村から約91叫南に離れた県庁所在地のマイジュディでの記録） cl<FIAN 

et al. 1977)は， 5月が11.85インチ， 6月が21.08ィンチとかなり多く，こ

れでは杷を使う機会があまり無いとしても不思議ではない。この時期主に除

草されるのほ，チェアラと呼ばれるシログワイによく似た地下茎をもつ雑草

(Eleoclzaris spp)である。チェアラの害は酷く，この雑草の防除はアウス，

散播アマンの栽培の成否を左右し，揺種時にうまく防除できなかった場合

は，手取り以外有効な除草手段はないといわれている。

6月以降，氾濫水の流入により田面水深は上昇の一途をたどる。アウスと

散播アマンが混播された水田では，水深の最大となる直前の7月上旬～ 8月

上旬1こかけてアウスの収穫が行なわれる。その時，低地の混播田での水深は

60~80cmであり，アウスは水面上5~10cmで散播ァマンの葉とともに稲刈り

鎌（カチィ）で刈り取られる。その後， 8月下旬～ 9月上旬には水深は最大

を迎える。 8~9月頃には，主にアウスの刈り取り後の散播アマソの田で，

深い所でほ lmもの水深の中で， 1年生野生稲であるジオラダンの手取り除

草が行なわれる。

氾濫水は9月中旬頃から徐々にひきはじめ， 11月下旬～12月上旬には土は

かなり湿ってはいるが多くの水田から水は消え，乾田に近い状態で散播ァマ

ンの収穫が行なわれる。刈り取り後12月下旬から，刈り残された散播ァマソ

の長さ約 19nの業（ナラ）が盤理され，燃料用に屋敷地に迎ばれるか，田に

火を入れて焼かれる。そして，田がきれいにされて，翌年の本田準備へと股

作業は連続していくのである。
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第2図播種様式別聴き取り推定収磁

5．単播と混 播種方法別（深水散播は湛水散播と同系の技術内容をもつことと， 107筆

播の比較 中僅か 1筆がアマンの深水散描であったことから，深水散播は湛水散播に含

a)収伍めた） 1こ，混播と単播について村人の推定した収菰（籾重kg/loa）が，第2

図に示されている。湛水田，乾田ともに，アウスと散播アマンの収鼠が合計

される混播の方が，散揺アマソだけの単播よりも収紐は多くなっている。散

播アマンは，混播においても単播においても収量には有意な差1まみられなか

った。つまり，混播ではアウスの収菰分だけ多くなっているのである。混播

で約 300kg/)Oa,単播で約 15Qkg/1Qaと低収砿ではあるが， C村で1ま，単播

よりも混播の方が多収技術として優れていると，この結果からはいえる。
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b)低位田 収訊性だけを考えれば，多少の無理をしても，すべての散播アマン田で混

•高位田 謡を行なった方が良いと考えられるが，実際には単播もかなり行なわれてい

る。例えば， 107第中45筆は単播であった。労働力等の経営上の問題が勿

論，単播と混播の送択に関与していると考えられるが， C村では一般に単播

と混播の選択は第一義的には水田の水深つまり地形によっているといわれ

ている。

低地（ナール）は，村人によれば，水田の微かな比裔の差1こより低位田と

高位田1こ別けることができる。筆者は1983年度の揺種期になって，はじめて

この区別を実際に祝党的に捉えることができた。低位田では，雷雨により湛

水状態となりやすいのである。そして， C村では低位田で単播が，両位田で

混揺が多く行なわれる。

水田の比高1こよって単播と混播が比較的明瞭にわかれるのは，混揺がアウ

スを伴っていることによっている。アウスの刈り取り時期に低位田での水深

はlm前後となる。また， C村ではアウスの草丈は長くてもl.2~1.5mであ

る。通説〔A血！ etal. 1962〕どおりアウスは節問伸長力が乏しいとする

と，低位田では混播されたアウスの穂が水に浸る危険性が麻く，アウスの栽

培は低位田では避けられる。仮りにアウスの刈り取りが行なえたとしても，

アウスとともに葉先が刈りとられた散播アマソの菜は水面上わずか5cm,ま

たはそれ以下となる可能性が麻い。典型的な深水稲でさえ，最高の節l且］伸長
を行なったとしても 1日に草丈は20~25cmしか伸ぴず，一般には20~60cmと

いう急激な水深の増加に追いつかないといわれている〔HAQ.UE1974) こと

から，水面ぎりぎりで切断された葉が涼っているような状態では，急激な水

深の増加が起こった場合，散播アマンは水中に没し，もしその状態が長く続

いた場合には枯れてしまう。調査中，筆者はこのような事例を数例聴き取っ

ている。このことは，アウスの栽培によって散播ァマンが洪水の被害を受け

易くなっていることを示しているともいえ，このような水田，すなわち低位

田ではアウスとの混播よりも収紐が劣るとはいえ散揺アマンの単播を行なう

方が合理的である。

C)品種 C村では，散播アマンの品種は収稜期により， 「極早生」 (10月），「早生」

Cll月下旬），「晩生」 (12月上旬） に分けることができる。この分類はC村

の単播と混播の述いを理解しやすくするため1こ，策者が便宜的に行なったも

のである。また， 「極早生」 1ま村全体で数筆といわれるほど，現在では栽培

面郡まきわめて少ない。

第 1表にすでに示したように，散播アマンの「早生」と「晩生」では収穫

期に 1~2週間の差がある。村人は，混揺lこは「晩生」が，単揺には「早生」

が良いという。 C村の代表的な散播アマンの「早生」品種はジォダとカリコ・
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ッサ， 「晩生」品種はアマンゴッサとカラダンである。 107筆の内訳ほ，単

播45筆中「早生」品種の使用は33筆（ジオダ16筆， カリゴッサ13筆，その他

4筆）， 混播62策中「晩生」品前は49策 (7マソゴッサ 24策， カラクツ 13

潅，その他12箪）であった。これは，村人の指摘とほぽ一致している。

一般にバングラデシュでは，散播アマンの早生しま晩生よりも洪水抵抗性

(Flood Resistance)があるとされている〔H汲 UE1974]。C村では地形的

にみて，低地の低位田が高位田より洪水の被害を受けやすく，かつ単播は低

位田に多いことから，単播では「早生」が多く使用されるに至ったと考えら

れる。 1982年度の収稜期， 1983年度の括種期の観察によれば，村で一番洪水

の被害を受けやすいといわれている村の東部の低位田では， 1， 2筆を除き

全て単播＝「早生」の組み合わせが選択されていた。また， 1983年度の播稲

期には，この地域が村で一番早く播種された。理由を問うと洪水の被害をま

ぬがれるためであるといい， C村でも「早生」品種群に洪水抵抗性をもつ品

種が多いものと予想される。

混播で「晩生」が使われる理由は次のように考えられる。混播は水深の比

較的浅い低地の高位田で行なわれるため，洪水の被害をあまり考慮しなくて

もよい。アウスを刈り取る時に散播アマンの莱も同時に刈られるので，生育

が停滞すると予想され，生育期間が少しでも長い方が生育を回復しやすいと

いう利点がある。また，後述する除草の問題も大きく影響しているのであ

る。

混播されるアウスの品種について簡単に触れておく。筆者が確認した混播

田62策中53筆でアウスはボイラムと呼ばれる「晩生」の品種であった。この

ことが示しているように，混播に利用されるアウスは， C村ではポイラムが

圧倒的に多い。この品種は高地（ビク）で移植アマンの前作としてほめった

に用いられず，もっばら低地の混揺栽培に使われている。バングラデシュで

は， アウスは低地アウス (lowland aus)と高地アウス (highland aus) 

に区別され，ポイラムは1945~46年に低地アウスの優良品種育成の供試品種

として選ばれたことが物語るように，低地アウスの代表的な在来品種であ

る。草丈は高地アウスに比べ長く，深水に対し若干の適応力をもつとされて

いる (Amict al. 1962]。見方を変えれぼ， C村の混播栽培は地形の他に

低地アウスであるボイラムの存在に支えられているといえる。

d)除草 村人は，散描アマンの栽培では雑草防除が描種とともに重要であるとい

う。前述したように， 5~6月にチェアラを， 8~9月に 1年生野生稲を手

取り除草する。播種様式別に上記2つの時期の除草回数をまとめた第2表か

ら，以下のことが指摘できる。

混播された場合，乾田散播，泄水散播とも除草回数に差はなく， 5~6月
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第 2表播種様式別除草回数

様播種式総筆数
全除期草間回数の の5除月草～回6数月 の8月除草~回9数月

3 平（均回数除草／筆回数） 
0回 l 2 3 

゜
I 2 3 

゜
I 2 

単播 乾田散播 17 2 10 5 

゜
6 ， 2 

゜
IO 7 

゜゚
1. 2 

湛水散播 28 8 16 2 2 ， 17 2 0 23 5 

゜゚
1.0 

播混 乾田散播 41 1 16 22 2 3 35 3 

゜
16 25 0 

゜
1. 6 

湛水散播 19 1 7 10 I 5 10 4 

゜
7 12 0 

゜
I. 6 

注 I) !05筆の集計である

2) 数字は各時期に除草を行なった水田筆数

と8~9月の両時期に除草が行なわれる。単播された場合， 8~9月の除草

が行なわれない傾向にあり，湛水敗播ではそれが著しい。そして， 全体的

1こ，混播の方が単播よりも除草回数が多くなっている。

再々指摘するように低位田の雨季の最高水深は 1912を超えることも珍しく

なく，高位田のそれは60~80cmでせいぜい lmである。 8~9月の除草はほ

ぼ最露水深期にあたり，低位田で田に入っての手どり除草は深水のため困難

となり易い。高位田でほ，腰位の深水であるため田に入っての手取り除草ほ

さほど困難ではない。また実験報告〔BRR!1974〕や村人の指摘するところ

でもあるが，湛水散揺は 1年生野生稲をかなり抑えるという。したがって，

単播＝低位田では深水のため，また湛水散播では抑制効果が働くため， 1年

生野生稲の除草が行なわれないことが多くなるのであろう。しかし，チェア

ラは地下茎をもつ多年生の雑草であることから，単播，混播，あるいは乾

田，湛水田の別なく発生するので，播種後の手取り除草はどの様式において

も不可欠の作業となっている。

c村では， 1年生野生稲の手取り除草のためには散播アマンの「晩生」品

種であるアマンゴッサを栽培すべきだといわれている。その理由は， 8~9 

月頃にはアマソゴッサの茎の節に黒っぽい色素が環状に現われ， 1年生野生

稲と見分けがつけやすく，この特徴は他の散播アマン品種にはないからであ

る。前述したよう 1こ，現在， C村の混播栽培においてアマンゴッサは一番多

く使用されている。村の50歳前後から上の人に恐ねると， 30年ほど前は現在

のアマンゴッサにかわってモノラという品種がもっぼら混播1こ用いられてい

たが， 1年生野生稲の発生1こ苦慮し，アマンゴッサを他地域から溝入したと

いう。モノラは，線虫によって引き起こされる散播アマンの病気であるウフ
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写真4 アウスの刈り取り直前の混播田(1980年7月）

写真5 アウスの刈り取り直後の混播田(1980年7月）

ラ (ufra)Iこ罹病性であると村人に判断され， 10~15年前から徐々に栽培面

禎が減少した。筆者の調査時1こモノラが栽培されていたのは， 107筆巾 l睾

であった。このことが示すように，モ Jラは現在では稀れな「晩生」品種と

なっている。 1年生野生稲とウフラは背は少なかったこと，そして，近年そ
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れらの増加がみられることは，倣播アマンの刈り跡の業を田であまり燃やさ

なくなったことも原因の一つであると，村人は説明してくれた。

前述したよう1こ湛水救播は 1生年野生稲の発生を抑えるといわれるが，混

播された糊水散播田では， 1年生野生稲の除草がかなり行なわれている。こ

れは一見矛盾するようであるが，実は混播される時のアマソの個体数を考え

ると理解しやすい。混播されたアマソの個体数を最初に決定するのは播種

抵である。乾田散播，湛水散播の別なく，散播アマンの播種訊は混播で約

5 kg/!Oa,単播で約 IOkg/lOaであり，混播は単播の約％と極端に少ない。

一方，混播されているアウスの播種凪は単播アマソの播種菰とほぼ同菰であ

るので混播の播種量の合計は，散播アマンの砿だけ単播の場合より多くなっ

ている。つまり，混播はアウスに重点を固いた栽培法であるといえないこと

もない。

アウスは，言語学的にベンガル語の Ashu(early)から派生したといわ

れるように，もともと生育期間が約3ヵ月と非常に短い〔Am,et al. I 962〕

アウスの収穫は7~8月で，ちょうど農家の食用米が不足する時期に入るた

め，自家消既米としてアウスは露宝がられている。したがって，混播栽培で

はアウスの栽培が重視されているとみなすことができ，アウスの収獲までほ

散播アマンがアウスの生育を妨げることのないように播種批をかなり抑えて

いるのであろう。

混揺田は，アウスの収穫前後で大きくその様子を変える。アウス刈り取り

後の水田では散播アマンが非常に疎らである。写真4と写其5を比較すれば

その感じがよくつかめると思う。この状腺は 1年生野生稲1ことって好条件と

なり，泄水散播田であろうと散播アマンの収鼠をある程度確保するために

は，租極的に 1年生野生稲を手取り除草によって取り除く必要があり，これ

が混播された湛水散播田における除草回数の増加を招いていると考えられ

る。

6．おわりに アウスと散播アマンの水稲混揺栽培はインド・アッサム州にも広く分布し

ている〔GttoSEet al. 1960, DuARA 1974〕。その成立要因としてアッサム

州では Ahu（アウス）とBao（散播アマン）の収穫期に 4~5ヵ月のずれが

あり， Ahuまたは Baoどちらかが洪水害を受けても一方の収穫ができると

いう洪水に対する被害分散が指摘されている〔DuARA1974〕。これは，イン

ドなどに多くみられる畑作物の混作でしばしば強調される降雨などの変動1こ

対する被害分散の考え方と一致し，確かにその要素がC村の混播栽培にもあ

るのであろう。しかし． c村の混播栽培の主な狙いは洪水に対する被害分散

にあるのではなく，地形的に深水という条件下でアウスー移植アマンの2期
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作が困難であることから，アウスの収凪に重点を置きつつ 1年生野生稲の除

草を丹念に行なうことによって散揺ァマンの収歴低下を防ぎ， アウスと散播

アマンの合計収批により，アマン単揺栽培の 1.5~2倍の収磁を目指すこと

にある。つまり，混播の溝入により収穫を2回行なうことで 1期作のもつ土

地利用率の低さを補った多収技術となっているのである。

また，混播栽培では，アウスと散播アマンがもつ感温性，感光性の品種特

性から生じる生育日数の極端な差（アウス約3ヵ月，散播アマン約8ヵ月）

ばかりに目が蒋われがちであるが，実はC村でみたようにアウスは低地アウ

スというある程度深水条件に適応した品種群の存在によって混揺栽培が成立

しているのであり， ガンジスープラマプトラ・デルクの深水地帯でも Semi.

Deep Waterともいえる地域にこの栽培が広がっているのである。

以上述べてきたように，本稿で明らかにしたかったことは， C村にみられ

る水稲混播栽培は多収技術であることと，この栽培を支えている低地アウス

の存在という 2点であった。

c村の事例が示すように，種籾の混播比はそこで行なわれている混播栽培

を特徴づける主要索となっていると考えられる。今後は，地域較差があると

予想される混播比の事例を多く集め，それを甚礎とし，水稲混播栽培技術の

地域比較を行なっていくことが必要であると思われる。
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